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乾燥人血漿のGhollnester＆se活性値1こついて
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緒

　血漿Cholinesteraseは比較的安定な酵素とし

て知られているが，乾燥入血漿1にお・いてこの酵

素の活性が如何ほどよく保存されているかを調

べてみた．血漿Cholillesteraseに関しては，今

日までの所，それが肝臓において生成されるこ

論

と，及び諸司の肝疾患においてその活性が減弱

することなどは略ミ確認されているが，その生

理作用については未だ明らかにされていない．

この実験所見が乾燥人血漿の利用に何らかの示

唆を与えるならば幸である．

実験方法並びに実験成績

　Cholinesteraseの測定はWarburgの呼吸計を

用いるCroft　alld　Richter　l）の方法（Ammon法

の変法）によった．即ち基質溶液には2．5％

Acetylcholin（Roche，0．9％NaCI水にて溶解）

液05cc，酵素溶液には血漿叉は血清0．2ccを

0．03M　NaHCO3及び0．12M　NaCIを含む液

にて4ccにしたものを用いた．但し呼吸計を閉

塞する混合ガスはN2：CO2二95：5のものを

用いた．測定は第5分目から始めて5分毎によ

み，30分間測定した．ChoHnesteraseの活性三蔵

は0．1ccの血漿によって30分間にAcltylcholin

より発生するCO2のmm3数で示した．なお本

測定法では時間の経過と発生するCO2mm3数

との問には殆んど完全な直線関係が成立する．

　乾燥人血漿は：日本ブラッド・バンク製の50cc

用5個を試料とした．～これらの試料は製造後

1～2月経たものである．各SPamPleの血漿

重：量を測定し，然る後添附の0．1％クエン酸ソ

ーダ50ccに溶解し，1回の測定にその0．2cc

を用いた．測定値は異例につき2回行った亭均

値である．成績は第1表の如くCholillesterase

活性値116～136，李均123を得た．しかし～これ

らの値より血漿1cc申に1001n9の乾燥血漿を

含む濃度の活性値を算出すると，第1表末項に

第 1 表

No

1

2

3

4

5

製造後
月　数

1．5

1

1

1

2

乾燥血
漿重量

3．969

3．85

4．70

4．11

4．09

血漿1cc中の
乾燥血漿量

1Ch・1ineste・ase　　右活性値を1紐漿
　活　性　値　　濃度0・19／1ccに換算

亭均【4・・4

79．2m9
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8．12

82．7
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示す如く各Sampleとも何れも殆んど同値を示

した．著者が旧いた測定法による健康邦人の血

清Cholinesterase活性喰鰍こついての報告がない

ため，研究室勤務の健康人11名（男ユ0名，女1

名，23～31歳）を選んで活性値を同様の方法で

測定し，乾燥血i漿Cho1111esteraseの活性値と比

較した．なお測定は2月中旬に行った．成績は

第2表で123～エ62，2F均エ42を得た．乾燥人

血漿の活性値は123であるから，～二の値の約86

％となる．この差は1％以下の危瞼率で有意で

ある．（Croft　alld　Richterの発表している安静

時血漿の15例では62～301，準均145であっ

て，第2表の雫均値と略ミー致する．）しかし血

清Cho】inesterase活性値は季節的変動が相当大

であり，2）3），又組入差も著しい．　これらの点

からして乾燥人血漿Chol｛nesterase活性値が正

常入血清のそれに比べて：低いごとが果して製造

　　第　2　表

副。黙1轡澤…

　　1　　　　　／42

　　2　　　　　123　　　　…

1　　3　　　　　　159

　　4　　　　130　　…

　　5　　　　　　ユ34

　　6　　　　　　135

　　7　　　　　　151
i

l　l鋸
…il　i器i
　　　　幽一一’…”『一．一一』一一一一ヒー邑一……．1　「

李　均　　　　142
1．一一．一＿一一一．　　．一一．

過程或いは保存によるものかどうか断定し難
い．

結 論

乾燥人血漿Cholillesterase活性値を測定し，

5例についで雫均123を得た．この値は同方法

　追　　記

　最：近供試乾燥血漿を所定の方法で溶解する

と，原血漿は約81％に稀釈されることを知っ

た，従って上記の新鮮血清との酵素活性値の差

で測定した健康入11名の血清について得た李均

値（142）の約86％を示した．

違はこの稀釈によるものであって，Cholineste－

rase自休は製造過程におV・て全く不能働化さ

ないものと考えられる．
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